
2020企画展「考古資料に学ぶ金城の歴史」のご案内 

 

縄文時代からの遺跡が多い波佐地区は、「長田別府」、「長田保」、「波佐庄」と変遷した。

平安末期・永万元年(1165)には、黒金（たたら製鉄）が年貢注文されていた。たたら製鉄を

巡る源平合戦、南北朝時代の「波佐谷の合戦」をはじめ戦国時代の毛利・尼子・吉川氏の

戦乱の世を潜り抜け、江戸時代は、地域を挙げて「たたら製鉄」で栄えた。千数百年の歳月

は「たたら製鉄」の繁栄の歴史でもあった。 

今回の企画展では、金城町内の 16遺跡から発掘された出土品 3,000点を基に企画いた

しました。縄文時代からの人々の営み、弥生時代からの稲作開始、そして、鉄穴流しとたた

ら製鉄で「黒金」を産出。「墾田永年私財法」による鉄穴流しと田畑の開墾、国衙としての荘

園体制の下で黒金の攻防を巡って、各地に防備のための山城が築かれた。古代・中世の

歴史学習に最適です。 

 この企画展「考古資料に学ぶ金城の歴史」と常設展「たたら製鉄」をご観覧いただくと金城

の歴史がより理解できるものと存じます。この機会に是非ともご来館下さい。 

 

【浜田市金城歴史民俗資料館のご案内】 

会   期  令和２年６月６日～１２月２７日(日)    開館時間  午前９時～午後５時 

開 館 日  土曜・日曜日。但し、平日は、前日までに電話にて予約願います。 

予 約 先  ０９０－４６９７－２８１８ （団体の場合は、展示ガイドいたします）。 

入館料金  大人３００円（２００円）、中学生１００円（６０円）、小学生６０円（３０円）。 

  ※入館料は、２館共通券です。団体割引は、２５名以上（ ）内の料金です。 

 

 

 

 

今回は、令和 2年３月１９日付、浜田市文化財新指定となった、「千年比丘１号

墳」は、石見地方最古の古墳です。また、同時指定となった「千年比丘１号墳」

出土品や「たたら製鉄関係文書」を公開展示しております。 



 

 


